
水土里ネット日野川流域
み ど り

　国営事業により平成２５年度か

ら１０年をかけて施設整備を進め

て頂いていました国営施設機能保

全事業（日野川地区）が、令和４

年度に事業完了することとなり令

和４年１２月３日に県選出国会議員

４名、滋賀県議会議員５名をご来

賓に迎え、農林水産省近畿農政

局をはじめ滋賀県副知事、滋賀

県土地改良事業団体連合会会長

や２市２町の行政関係者、当土地

改良区役員及び総代など関係者８

５名が出席し、完工式を開催いた

しました。また、令和５年２月２

日には、淀川水系土地改良調査

管理事務所主催で国営事業完了

報告会が近畿農政局大内次長、

県農政水産部宇野部長、滋賀県

土地改良事業団体連合会家森会

長出席のもと開催されました。

国営施設機能保全事業（日野川地区）事業完工式

西田理事長　式辞 淀川水系土地改良調査管理事務所

中野所長様　事業報告

会場の様子

　国営施設機能保全事業「日野川地区」の概要

　１．関係市町　滋賀県近江八幡市、東近江市、蒲生郡日野町、竜王町

　２．受益面積　4,929ha

　３．事業工期　平成２５年度～令和４年度

　４．総事業費　４５億円
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理事長挨拶

日野川流域土地改良区

理事長　西田 秀治

　謹啓　平素は、日野川流域土地改良区の運営に格別のご理解ご協

力を賜りありがとうございます。土地改良事業は、食料の安定供給

の基盤となる農業用水を供給しており、水源涵養、国土保全や景観

の保全など多面的な機能を有しています。

　さて、農業を取り巻く環境は、担い手不足や耕作放棄地などの問

題がございますが、当土地改良区は、将来にわたり施設の機能を維

持し安定的に農業用水を供給するのが使命であります。予算確保に

ついては、例年どおり国営近畿協議会・滋賀協議会・県・県土連で

農林水産省・財務省・総務省へ要望させて頂きました。また、電力

料金につきましても、関西電力㈱へ農事用電力メニューの継続と料

金の低減を要請していますが、原油価格の高騰により燃料調整単価

が上昇していますので、非常に厳しい状況でございます。基幹水利

施設管理事業の事業費を組み替えて実施要求しておりますが、補助

事業の枠を超えるようであれば、国、県、市町へ要望したいと考え

ています。

　また、総代におかれましては令和４年１２月２日から第１３期総

代が就任頂き、任期は４年間で令和８年１２月１日までとなってい

ます。どうか４年間よろしくお願い致します。国営事業は平成２５

年度から１０年をかけて施設の整備を国営で進めて頂き、去る１２

月３日には完工式を開催させて頂き、また２月２日には、淀川水系

土地改良調査管理事務所主催で事業完了報告会を開催されました。

県営事業（補助率 87.5%）も、順調に進めて頂いていますが、資材

や人件費の高騰で事業費の改定をお願いせざるを得ない状況でござ

いますので、工期を後ろへ伸ばして、現在の賦課金の範囲内で対応

させて頂くこととしています。このような高い補助率での整備はこ

の事業以外にございませんので、ご理解を賜りますようお願い申し

上げます。農業を取り巻く環境は厳しい状況でございますが、電力

料金の高騰の問題や県営事業の推進につきまして、要望活動を続け

ていきますので、引き続き、組合員の皆様のご協力をよろしくお願

い申し上げます。

　今後とも、当土地改良区の運営に一層のご理解とご協力をお願い

申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和５年６月吉日
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法改正に伴う土地改良区会計基準に沿って、令和３年度をもって５つの特別会計名称を廃止し、その残金は一般会計で処理する

こととなりましたので、新たに一般会計の積立資産として管理することとなりました。

※各会計の決算　令和 4年 5月31日現在のものとなります。

令和３年度一般会計収支決算

令和３年度役員退任慰労金・職員退職給与積立金特別会計収支決算

令和３年度農地転用決済金特別会計収支決算

令和３年度維持管理適正化事業特別会計収支決算

令和３年度施設維持管理積立金特別会計収支決算

令和３年度財政調整積立金特別会計収支決算

令和３年度発電事業特別会計収支決算

理事長挨拶

日野川流域土地改良区

理事長　西田 秀治

　謹啓　平素は、日野川流域土地改良区の運営に格別のご理解ご協

力を賜りありがとうございます。土地改良事業は、食料の安定供給

の基盤となる農業用水を供給しており、水源涵養、国土保全や景観

の保全など多面的な機能を有しています。

　さて、農業を取り巻く環境は、担い手不足や耕作放棄地などの問

題がございますが、当土地改良区は、将来にわたり施設の機能を維

持し安定的に農業用水を供給するのが使命であります。予算確保に

ついては、例年どおり国営近畿協議会・滋賀協議会・県・県土連で

農林水産省・財務省・総務省へ要望させて頂きました。また、電力

料金につきましても、関西電力㈱へ農事用電力メニューの継続と料

金の低減を要請していますが、原油価格の高騰により燃料調整単価

が上昇していますので、非常に厳しい状況でございます。基幹水利

施設管理事業の事業費を組み替えて実施要求しておりますが、補助

事業の枠を超えるようであれば、国、県、市町へ要望したいと考え

ています。

　また、総代におかれましては令和４年１２月２日から第１３期総

代が就任頂き、任期は４年間で令和８年１２月１日までとなってい

ます。どうか４年間よろしくお願い致します。国営事業は平成２５

年度から１０年をかけて施設の整備を国営で進めて頂き、去る１２

月３日には完工式を開催させて頂き、また２月２日には、淀川水系

土地改良調査管理事務所主催で事業完了報告会を開催されました。

県営事業（補助率 87.5%）も、順調に進めて頂いていますが、資材

や人件費の高騰で事業費の改定をお願いせざるを得ない状況でござ

いますので、工期を後ろへ伸ばして、現在の賦課金の範囲内で対応

させて頂くこととしています。このような高い補助率での整備はこ

の事業以外にございませんので、ご理解を賜りますようお願い申し

上げます。農業を取り巻く環境は厳しい状況でございますが、電力

料金の高騰の問題や県営事業の推進につきまして、要望活動を続け

ていきますので、引き続き、組合員の皆様のご協力をよろしくお願

い申し上げます。

　今後とも、当土地改良区の運営に一層のご理解とご協力をお願い

申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
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財　　産　　目　　録
令和 4年 3月 31 日現在

貸　 借　 対　 照　 表　 総　 括　 表
令和 4年 3月 31 日現在

水土里ネット日野川流域だより　2023.6.14



財　　産　　目　　録
令和 4年 3月 31 日現在

貸　 借　 対　 照　 表　 総　 括　 表
令和 4年 3月 31 日現在
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　正　味　財　産　増　減　計　算　書　総　括　表
令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31 日まで

△107,891,115

△86,922,893

△86,408,283

△372,450,424

△89,485,870

△11,150,115
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△46,067,000

△42,980,000

△46,505,611

△46,505,611

１．基本方針

　日野川地区においては、水稲栽培等を中心とした農業生産を持続的に維持すると共に農業農村を豊かにす

る多面的機能を有効に発揮させるためには、健全な農業水利施設の保全管理が不可欠と言えます。これらの

施設は造成後すでに数十年が経過し、突発的な故障・事故等が発生しつつあることから国や県による施設の

機能診断を進め施設の機能保全計画が策定されています。

　この策定結果に基づき農業水利施設の戦略的な保全管理と機能強化を図るために本土地改良区では、平成

２５年度に国営施設機能保全事業（完了）、平成２７年度に県営水利施設等保全高度化事業に着手し施設の長

寿命化対策等の推進を図り、更新費用の低減や維持管理費用の抑制に努めて行きます。

　次に電気料金については、原子力発電所の再稼働等に伴い、電気料金は一部値下げをされましたが、再生

可能エネルギー発電促進賦課金の値上がりに加えて、昨年には燃料需給の逼迫やウクライナ情勢の緊迫化並

びに急激な円安により燃料費調整単価が高騰し、現在では東日本大震災前の料金単価の約３倍に高騰してい

る状況です。本土地改良区のかんがい施設は、電力使用に大きく依存していることから運営には深刻な影響

を受けています。このことから維持管理の補助事業である基幹水利施設管理事業、水利施設管理強化事業費

枠の確保と農事用電力制度の継続や料金制度に対する要請が必要となります。又、組合員による一層の節水・

節電対策の啓発に努めることや再生可能エネルギーの賦課金の減免制度の活用を図ります。併せて、国営事

業で設置された太陽光発電設備を用いて売電や電気料金の節減対策に向けた知恵や工夫に傾注した管理を推

進します。

　又、国、県の指導の下、土地改良区の財産状況を日常的に的確に把握し、適正・透明な運営、円滑な施設

管理の実施のために複式簿記会計の適正な実施を図ります。更に、監査の一部を外部に委託し第三者からの

指導を受けリスクの回避、軽減をします。

２．事業計画

　（１）県営水利施設等保全高度化事業の促進を図ります。（日野川地区）

　（２）市町との連携による基幹水利施設管理事業により施設機能の適正な発揮を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区 第１段揚水機場、第２段揚水機場、蔵王ダム）

　（３）市町との連携による水利施設整備事業により施設の長寿命化と省力化を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区 第１段揚水機場、第２段揚水機場、蔵王ダム）

　（４）水利施設管理強化事業の実施により農業水利施設の有する多面的機能の適正な発揮を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区）

　（５）土地改良施設維持管理適正化事業、小規模土地改良事業の実施により施設の整備を図ります。

　（６）農業水路等長寿命化・防災減災事業の実施により施設の整備を図ると共に溜池耐震調査に取り組みます。

　（７）施設の機能診断に基づく機能保全計画の策定や防災減災対策の推進に努めます。

　（８）利水調整規程に基づき適切な農業用水の配水と節水・節電対策に取り組んだ送水に努めます。

　（９）再生可能エネルギー（太陽光発電）事業に取り組みます。

　（10）農業水利施設の省エネ化を進め、エネルギー価格高騰を受けにくい農業水利システム（管理手法、設備）

への転換に取り組みます。

　（11）農業用ダムにおける洪水調整機能強化に取り組みます。

　（12）国営施設機能保全事業（日野川地区）の受益者負担の一部に充当するため、水田・畑作経営安定対策

等支援資金（受益者負担の５／６を限度とした無利子貸付）を借り入れ農家負担の軽減を図ります。

　（13）その他土地改良区の業務運営に必要な活動等を行います。

　　　　・関係機関に予算の確保と政策要望等の活動を行います。

　　　　・関係機関、団体及び協議会と協議・調整を密接に行います。

　　　　・施設の維持管理と点検整備の技術向上に努めます。

　　　　・農事用電気料金制度の継続及び電気料金の負担軽減等要望活動を行います。

　　　　・土地改良区の広報活動を行います。

　　　　　（土地改良区だよりの発行、施設見学会及び研修会の開催、小学生への出前授業の実施、ホームペー

ジの充実、農業関連の催事への参画等）

令和５年度 事業計画
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１．基本方針

　日野川地区においては、水稲栽培等を中心とした農業生産を持続的に維持すると共に農業農村を豊かにす

る多面的機能を有効に発揮させるためには、健全な農業水利施設の保全管理が不可欠と言えます。これらの

施設は造成後すでに数十年が経過し、突発的な故障・事故等が発生しつつあることから国や県による施設の

機能診断を進め施設の機能保全計画が策定されています。

　この策定結果に基づき農業水利施設の戦略的な保全管理と機能強化を図るために本土地改良区では、平成

２５年度に国営施設機能保全事業（完了）、平成２７年度に県営水利施設等保全高度化事業に着手し施設の長

寿命化対策等の推進を図り、更新費用の低減や維持管理費用の抑制に努めて行きます。

　次に電気料金については、原子力発電所の再稼働等に伴い、電気料金は一部値下げをされましたが、再生

可能エネルギー発電促進賦課金の値上がりに加えて、昨年には燃料需給の逼迫やウクライナ情勢の緊迫化並

びに急激な円安により燃料費調整単価が高騰し、現在では東日本大震災前の料金単価の約３倍に高騰してい

る状況です。本土地改良区のかんがい施設は、電力使用に大きく依存していることから運営には深刻な影響

を受けています。このことから維持管理の補助事業である基幹水利施設管理事業、水利施設管理強化事業費

枠の確保と農事用電力制度の継続や料金制度に対する要請が必要となります。又、組合員による一層の節水・

節電対策の啓発に努めることや再生可能エネルギーの賦課金の減免制度の活用を図ります。併せて、国営事

業で設置された太陽光発電設備を用いて売電や電気料金の節減対策に向けた知恵や工夫に傾注した管理を推

進します。

　又、国、県の指導の下、土地改良区の財産状況を日常的に的確に把握し、適正・透明な運営、円滑な施設

管理の実施のために複式簿記会計の適正な実施を図ります。更に、監査の一部を外部に委託し第三者からの

指導を受けリスクの回避、軽減をします。

２．事業計画

　（１）県営水利施設等保全高度化事業の促進を図ります。（日野川地区）

　（２）市町との連携による基幹水利施設管理事業により施設機能の適正な発揮を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区 第１段揚水機場、第２段揚水機場、蔵王ダム）

　（３）市町との連携による水利施設整備事業により施設の長寿命化と省力化を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区 第１段揚水機場、第２段揚水機場、蔵王ダム）

　（４）水利施設管理強化事業の実施により農業水利施設の有する多面的機能の適正な発揮を図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日野川地区）

　（５）土地改良施設維持管理適正化事業、小規模土地改良事業の実施により施設の整備を図ります。

　（６）農業水路等長寿命化・防災減災事業の実施により施設の整備を図ると共に溜池耐震調査に取り組みます。

　（７）施設の機能診断に基づく機能保全計画の策定や防災減災対策の推進に努めます。

　（８）利水調整規程に基づき適切な農業用水の配水と節水・節電対策に取り組んだ送水に努めます。

　（９）再生可能エネルギー（太陽光発電）事業に取り組みます。

　（10）農業水利施設の省エネ化を進め、エネルギー価格高騰を受けにくい農業水利システム（管理手法、設備）

への転換に取り組みます。

　（11）農業用ダムにおける洪水調整機能強化に取り組みます。

　（12）国営施設機能保全事業（日野川地区）の受益者負担の一部に充当するため、水田・畑作経営安定対策

等支援資金（受益者負担の５／６を限度とした無利子貸付）を借り入れ農家負担の軽減を図ります。

　（13）その他土地改良区の業務運営に必要な活動等を行います。

　　　　・関係機関に予算の確保と政策要望等の活動を行います。

　　　　・関係機関、団体及び協議会と協議・調整を密接に行います。

　　　　・施設の維持管理と点検整備の技術向上に努めます。

　　　　・農事用電気料金制度の継続及び電気料金の負担軽減等要望活動を行います。

　　　　・土地改良区の広報活動を行います。

　　　　　（土地改良区だよりの発行、施設見学会及び研修会の開催、小学生への出前授業の実施、ホームペー

ジの充実、農業関連の催事への参画等）

令和５年度 事業計画
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令和５年度　一般会計収支予算の内訳 要望活動の実施

１　農業農村整備事業に関する要望活動

　農業を支える農業水利施設の保全更新対策や、ため池等の防災・減災対策の推進は、老朽化の進行や

自然災害リスクが高まる中益々重要な課題となっており、当初予算枠の拡大により、着実な事業推進を

図っていく必要があります。本県の４割を超える農地は琵琶湖等からの電力を利用した揚水に依存して

おり、電力料金に急激な高騰が土地改良区の運営に大きな影響を及ぼし、地域農業を支えることが難し

くなっていることから、土地改良区の運営基盤強化に対する継続的な支援を求める強い声があがってい

るところです。　令和４年１０月１８日・１９日に県土連・国営滋賀協議会で藤木農林水産大臣政務官、

財務省、県選出国会議員に要望活動を行いました。

２　農業農村整備事業予算に関する要望活動

　需給のひっ迫やウクライナ情勢の緊迫化により燃料価格が高騰しており、電力料金の燃料費調整額が

大幅に上がっています。本土地改良区のかんがい施設は、電気に大きく依存していることから運営に深

刻な影響を受けています。令和５年１月２５日に県土連・国営滋賀協議会で経済産業省太田副大臣、農

林水産省、県選出国会議員に要望活動を行いました。
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令和５年度　一般会計収支予算の内訳 要望活動の実施

１　農業農村整備事業に関する要望活動

　農業を支える農業水利施設の保全更新対策や、ため池等の防災・減災対策の推進は、老朽化の進行や

自然災害リスクが高まる中益々重要な課題となっており、当初予算枠の拡大により、着実な事業推進を

図っていく必要があります。本県の４割を超える農地は琵琶湖等からの電力を利用した揚水に依存して

おり、電力料金に急激な高騰が土地改良区の運営に大きな影響を及ぼし、地域農業を支えることが難し

くなっていることから、土地改良区の運営基盤強化に対する継続的な支援を求める強い声があがってい

るところです。　令和４年１０月１８日・１９日に県土連・国営滋賀協議会で藤木農林水産大臣政務官、

財務省、県選出国会議員に要望活動を行いました。

２　農業農村整備事業予算に関する要望活動

　需給のひっ迫やウクライナ情勢の緊迫化により燃料価格が高騰しており、電力料金の燃料費調整額が

大幅に上がっています。本土地改良区のかんがい施設は、電気に大きく依存していることから運営に深

刻な影響を受けています。令和５年１月２５日に県土連・国営滋賀協議会で経済産業省太田副大臣、農

林水産省、県選出国会議員に要望活動を行いました。
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ごみのポイ捨てや不法投棄はやめてください
　ごみのポイ捨てや不法投棄されますと頭首工取水口や農業用水路に流れつくことがあります。また、

管理施設の巡回時や除塵機により除塵を行っていますが、畦畔等の除草をされた際は、水路に刈草を流

されないようよろしくお願いします。取水口や水路に刈草が溜まりかんがいに支障をきたす場合があり

ますので、皆様方のご理解とご協力をお願いします。
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ごみのポイ捨てや不法投棄はやめてください
　ごみのポイ捨てや不法投棄されますと頭首工取水口や農業用水路に流れつくことがあります。また、

管理施設の巡回時や除塵機により除塵を行っていますが、畦畔等の除草をされた際は、水路に刈草を流

されないようよろしくお願いします。取水口や水路に刈草が溜まりかんがいに支障をきたす場合があり

ますので、皆様方のご理解とご協力をお願いします。

国営施設機能保全事業 日野川地区（令和4年度 実施状況）

■ 別所頭首工改修工事
 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県蒲生郡日野町大字猫田 地先

　　工事内容：ゲート塗装、電気設備 更新

　　　　　　　巻上機 整備（土砂吐、洪水吐、取水ゲート）

　　　　　　　除塵機 整備等

■ 蓮花寺頭首工改修工事
 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県蒲生郡日野町大字蓮花寺 地先

　　工事内容：ゲート塗装、電気設備 更新

　　　　　　　巻上機 整備（土砂吐、洪水吐、取水ゲート）

　　　　　　　除塵機 整備等

水土里ネット日野川流域だより　2023.6.1 13



国営施設機能保全事業 日野川地区（令和4年度 実施状況）

■ 蒲生頭首工改修工事

■ 第3段揚水機場他建屋改修工事

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県東近江市蒲生大森町 地先（蒲生頭首工）

　　　　　　　滋賀県近江八幡市野村町 地先（取水塔）

　　工事内容：（蒲生頭首工）ゲート塗装、巻上機 整備（土砂吐、洪水吐、取水ゲート）、除塵機 整備等

　　　　　　　（取水塔）塗装、ペトロラタムライニング、スクリーン・階段・歩廊 更新

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県蒲生郡日野町大字中在寺 地先 他

　　工事内容：第３段揚水機場 建屋改修

　　　　　　　蓮花寺頭首工管理棟 改修

　　　　　　　水管橋他部分塗装

蒲生頭首工 整備後

取水塔 整備後

第３段揚水機場 建屋改修 蓮花寺頭首工 建屋改修

水中作業中

整備中

水管橋 部分塗装

改修中

県営事業 日野川地区（令和4年度 実施状況）

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県近江八幡市馬淵町 地先 他

　　工事内容：バルブ操作盤 更新（１０、１１号）、電動開閉器 更新（１０、１１、１２号）

■ 管網用送水管路分水工整備工事

■ 名神日野川頭首工整備第3工事
 《工事概要》

　　工事場所： 滋賀県東近江市葛巻町 地先

　　工事内容： 土砂吐エプロン 改修（超高強度繊維補強コンクリートパネル工法）

 電動開閉器（10号） 電動開閉器（11号）

施工状況

  電動開閉器（12号）

バルブ操作盤（10号） バルブ操作盤（11号）
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国営施設機能保全事業 日野川地区（令和4年度 実施状況）

■ 蒲生頭首工改修工事

■ 第3段揚水機場他建屋改修工事

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県東近江市蒲生大森町 地先（蒲生頭首工）

　　　　　　　滋賀県近江八幡市野村町 地先（取水塔）

　　工事内容：（蒲生頭首工）ゲート塗装、巻上機 整備（土砂吐、洪水吐、取水ゲート）、除塵機 整備等

　　　　　　　（取水塔）塗装、ペトロラタムライニング、スクリーン・階段・歩廊 更新

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県蒲生郡日野町大字中在寺 地先 他

　　工事内容：第３段揚水機場 建屋改修

　　　　　　　蓮花寺頭首工管理棟 改修

　　　　　　　水管橋他部分塗装

蒲生頭首工 整備後

取水塔 整備後

第３段揚水機場 建屋改修 蓮花寺頭首工 建屋改修

水中作業中

整備中

水管橋 部分塗装

改修中

県営事業 日野川地区（令和4年度 実施状況）

 《工事概要》

　　工事場所：滋賀県近江八幡市馬淵町 地先 他

　　工事内容：バルブ操作盤 更新（１０、１１号）、電動開閉器 更新（１０、１１、１２号）

■ 管網用送水管路分水工整備工事

■ 名神日野川頭首工整備第3工事
 《工事概要》

　　工事場所： 滋賀県東近江市葛巻町 地先

　　工事内容： 土砂吐エプロン 改修（超高強度繊維補強コンクリートパネル工法）

 電動開閉器（10号） 電動開閉器（11号）

施工状況

  電動開閉器（12号）

バルブ操作盤（10号） バルブ操作盤（11号）
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日野川流域土地改良区　水利委員会委員　名簿
（令和4年度～ 5年度）

　多段系掛（東近江市・日野町・竜王町域）には、「施設より供給される用水を適正に配分し、地区内

の水資源の有効利用を図る」ことを目的として、  用水系統別に７つの水利委員会が設けられています。

委員につきましては下記名簿の方々に就任いただきました。また、管網系水利委員会については、近江

八幡西部土地改良区の定款及び用排水調整委員会規程等の定めるところによります。

　なお、用水配分等に関しては水利委員さんを通じて当改良区事務局に連絡してください。

日野川流域土地改良区　第13期　総代名簿
第13期総代について

　第１２期総代の任期（令和４年１２月１日まで）満了に伴う第１３期総代選挙（総代立候補者届出日

を１１月２１日・２２日、総代選挙管理者会１１月１７日）を実施しました。

　総代選挙候補者の届出は各選挙区とも定数どおりであり、下記の７２名の方々が令和４年１２月２日

より第１３期総代に就任されました。

　第１３期総代任期　令和４年１２月２日～令和８年１２月１日（４年間）

順不同　敬称略

第１選挙区　近江八幡市

氏　名

坪田　豊一

木村　正善

村井　敏数

井狩　篤士

川村　稔

荒川　雅男

野々村　静雄

山本　義和

武山　定雄

松本　春男

小林　正司

中江　定親

小川　廣司

山本　光男

竹岡　延良

村地　清広

塚本　久男

梅村　和夫

第２選挙区　蒲生郡竜王町

氏　名

紀伊　基吉

古株　繁

山添　武司

竹内　弥栄

山中　美幸

大﨑　茂次

農事組合法人　ファーム弓つくりの郷

谷口　重治

村居　浩一

小西　英雄

磯部　俊男

谷村　豊和

吉田　留夫

川部　長宣

大橋　豊

澤井　義明

和田　玄二

第４選挙区　蒲生郡日野町

氏　名

𠮷澤　光彦

髙井　昇

小田　浩

嶌村　喜一

武田　久生

堀江　功一

森岡　市蔵

歯黒　平次郎

森本　裕

奥野　久宣

竹村　隆司

山田　浩三

北岡　寅吉

奥村　利一

福本　修一

新海　清

谷　博

德田　德男

椙原　浩之

北川　幸治

杉元　清次

第３選挙区　東近江市

氏　名

小林　幸男

圖司　與志文

松原　和男

奥田　克己

髙岡　治男

村田　嘉嗣

森田　由喜雄

西堀　明

福永　浩和

小笹　双夏

村田　弥寿彦

向井　明男

西田　康己

高木　一男

木澤　智隆

小島　勉
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日野川流域土地改良区　水利委員会委員　名簿
（令和4年度～ 5年度）

　多段系掛（東近江市・日野町・竜王町域）には、「施設より供給される用水を適正に配分し、地区内

の水資源の有効利用を図る」ことを目的として、  用水系統別に７つの水利委員会が設けられています。

委員につきましては下記名簿の方々に就任いただきました。また、管網系水利委員会については、近江

八幡西部土地改良区の定款及び用排水調整委員会規程等の定めるところによります。

　なお、用水配分等に関しては水利委員さんを通じて当改良区事務局に連絡してください。

日野川流域土地改良区　第13期　総代名簿
第13期総代について

　第１２期総代の任期（令和４年１２月１日まで）満了に伴う第１３期総代選挙（総代立候補者届出日

を１１月２１日・２２日、総代選挙管理者会１１月１７日）を実施しました。

　総代選挙候補者の届出は各選挙区とも定数どおりであり、下記の７２名の方々が令和４年１２月２日

より第１３期総代に就任されました。

　第１３期総代任期　令和４年１２月２日～令和８年１２月１日（４年間）

竜王町北部地区　水利委員会

委　員　名 付　記

1 栗　場　義　廣 委員長

2 西　村　悦　男

3 大　谷　九次郎 副委員長

4 田　中　秀　樹

5 川　北　徳　孝

6 久　田　清　作

7 若　井　康　徳

8 市　田　　　太　

竜王町東部地区　水利委員会

委　員　名 付　記

1 園　田　宗　一

2 廣　瀬　松　男 委員長

3 福　井　日出男

4 岡　田　眞　男

5 中　江　敏　雄

6 山　中　建　男

7 田　中　秀　樹

8 山　中　　　修

9 大　﨑　五　男 副委員長

10 澤　田　繁　夫

11 菱　田　善　弘

12 若　井　清　蔵

13 高　橋　秀　男

蒲生頭首工　水利委員会

委　員　名 付　記

1 村　井　岩　男

2 奥　田　克　己 副委員長 

3 吉　岡　善　明

4 髙　岡　秀　嗣 委員長

5 村　井　　　暉

6 根　本　直　輝

7 安　田　修　裕

8 谷　村　政　一

9 谷　口　三喜男

10 中　井　利　幸

11 小　西　義　明

12 園　田　宗　一

13 高　橋　秀　男

14 廣　田　孝　吉

15 古　株　久　幸

16 澤　田　繁　夫

17 西　村　一　男

18 西　村　悦　男

19 竹　山　　　清 副委員長 

蓮花寺頭首工　水利委員会

委　員　名 付　記

1 榎　　　泰　博

2 西　河　正　樹

3 東　川　俊　男 副委員長

4 藤　川　　　治

5 澤　本　信　夫

6 橋　本　利　雄

7 松　村　　　修

8 西　川　俊　弘 副委員長

9 森　島　正　志

10 西　田　康　己

11 市　川　雅　人

12

13 藤　田　芳　行

14 小　藤　智　史

15 野　村　栄　一

16 久　保　泰　弘

17 小　島　　　勉 委員長

18 村　田　　　順

19 森　下　寛　一

別所頭首工　水利委員会

委　員　名 付　記

1 木　田　新　治

2 三　添　　　衛

3 池　内　久　男

4 田　中　　　宏

5 山　中　幸　造 副委員長

6 図　司　浩　次

7 西　村　　　勲

8 前　宮　信　次

9 池　元　喜佐男

10 前　宮　信　義

11 小　林　治　己

12 安　井　照　幸

13 上　野　博　文

14 山　口　　　昇 委員長

15 安　部　幸　雄 副委員長

16 東　田　八　郎

17 村　井　岩　男

18 奥　田　克　己

19 森　川　　　斉　

20 西　村　達　夫

21 市　川　清　一

22 西　村　　　稔　

23 向　井　秀　夫

24 福　永　俊　昭

25 田　中　芳　文

佐久良川　水利委員会

委　員　名 付　記

1 中　西　安　次

2 加　納　半史郎

3 武　田　久　生

4 大　道　喜　治 委員長

5 堀　井　保　昌

6 奥　村　英　幸

7 奥　村　　　登

8 塚　本　　　貢

9 大　西　喜久夫

10 歯　黒　勝　彦 副委員長

11 川　原　　　繁 副委員長

12 高　橋　正　一

13 西　河　正　樹

14 東　川　俊　男

蔵王ダム　水利委員会

委　員　名 付　記

1 山　本　喜　一

2 岡　　　泰　志 副委員長

3 大　塚　章　次

4 池　内　　　誠　

5 竹　村　健　一

6 岸　田　六之丞

7 飯　室　清　治

8 幅　野　宗　介

9 東　　　正　幸　

10 岡　　　忠　弘

11 吉　澤　光　彦

12 瀬　川　幹　司

13 岸　村　達　也

14 寺　田　知　義

15 市　田　喜　久

16 守　村　賢　次

17 奥　村　豊　和

18 門　谷　幸　夫 副委員長

19 橋　本　孝　男

20

21 西　村　　　力　

22 相　坂　佐千男

23 松　村　伊佐雄

24 岡　　　吉　美

25 吉　永　耕　一

26 岩　﨑　保　二

27 門　谷　善　二

28 北　村　源次郎

29 岡　田　春　樹

30 図　司　浩　次 委員長

31

32 藤　沢　彦　夫

33 岡　崎　寅　一

34 大　野　伊三典

蔵王ダム　水利委員会

委　員　名 付　記

35 中　西　一　夫

36 竹　村　正　司

37 奥　村　利　一

38 福　本　一　郎

39 奥　村　恭　司 副委員長

40 岡　　　伊佐夫

41 瀬　川　　　進　

（敬称略・順不同）令和５年４月１日現在

管網系掛（近江八幡市域）のほ場整備のパイプラインの管理については、近江八幡西部土地改良区が維持管理を実施します。
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【蔵王ダムクリーン作戦参加者】 【堤体の清掃作業】

（話題提供）農業農村整備事業の動向について
全国水土里ネット会長会議顧問
参議院議員　進藤　金日子　様

（話題提供）大規模稲作経営における、農地の高度利用に向けて
農業生産法人（有）フクハラファーム

取締役会長　福原　昭一　様

（話題提供）集積・集約からの区画拡大と条件再整備について
水土里ネット愛西

事務局長　田附　孫之　様

　蔵王ダムは、農業用水の利用と併せて地下水涵養や空き容量を利用した洪水調節機能等の多面的機能

を有しています。新型コロナウイルス感染対策を行い関係者９９名出席のもと令和４年１１月４日に蔵

王ダム周辺の除草・清掃を実施しました。

　農のある豊かな暮らし未来へと題し、令和４年５月２８日　東近江市あかね文化ホール　大ホールで

開催しました。

蔵王ダムクリーン作戦2022を実施

日野川流域　農業・農村フォーラム2022

節水と節電について（お願い）

　節水と節電が日野川地区の課題であり、用水の掛け流しによる排水口

からの無効放流の抑制、用水路の集中取水の防止、畦畔からの漏水対策、

ため池施設用水の有効利用や排水の反復利用などの実践により用水の使

用における「節水と節電」に協力をお願いします。

「節水と節電」対策について

１．ため池の有効活用

２．無効放流の抑制

－　電気使用量抑制対策　実施内容　－

① 揚水機場の運転調整

② 分水工補給の調整

③ 蔵王ダム用水放流の調整

④ 頭首工取水の調整
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【蔵王ダムクリーン作戦参加者】 【堤体の清掃作業】

（話題提供）農業農村整備事業の動向について
全国水土里ネット会長会議顧問
参議院議員　進藤　金日子　様

（話題提供）大規模稲作経営における、農地の高度利用に向けて
農業生産法人（有）フクハラファーム

取締役会長　福原　昭一　様

（話題提供）集積・集約からの区画拡大と条件再整備について
水土里ネット愛西

事務局長　田附　孫之　様

　蔵王ダムは、農業用水の利用と併せて地下水涵養や空き容量を利用した洪水調節機能等の多面的機能

を有しています。新型コロナウイルス感染対策を行い関係者９９名出席のもと令和４年１１月４日に蔵

王ダム周辺の除草・清掃を実施しました。

　農のある豊かな暮らし未来へと題し、令和４年５月２８日　東近江市あかね文化ホール　大ホールで

開催しました。

蔵王ダムクリーン作戦2022を実施

日野川流域　農業・農村フォーラム2022

節水と節電について（お願い）

　節水と節電が日野川地区の課題であり、用水の掛け流しによる排水口

からの無効放流の抑制、用水路の集中取水の防止、畦畔からの漏水対策、

ため池施設用水の有効利用や排水の反復利用などの実践により用水の使

用における「節水と節電」に協力をお願いします。

「節水と節電」対策について

１．ため池の有効活用

２．無効放流の抑制

－　電気使用量抑制対策　実施内容　－

① 揚水機場の運転調整

② 分水工補給の調整

③ 蔵王ダム用水放流の調整

④ 頭首工取水の調整
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　農事用電力料金につきましては、再生可能エネルギー発電促進賦課金や原油価格

の高騰による燃料調整単価が上昇しています。このことにより、令和4年度の電力

使用量は前年度とほぼ同じでしたが、電力料金は、前年度が約1.5億円であったも

のが、令和4年度では約2.1億円と6千万円増加しました。

　今年度も電気代の増大が懸念されます。各組合員農家の皆様に配布致しました「配

水計画」カレンダーにも記載（改良区HPにも掲載しています）のとおり、引き続き

節水・節電対策を推進するため５月下旬頃から夜間の減量送水運転の取り組みを計

画しております。また、今年度は更なる節水・節電対策としまして下記のとおり時

間帯の延長を計画しておりますので、一層のご理解とご協力をお願いいたします。

（令和４年度まで）

午後9時から翌朝午前3時 1時間延長

《節水・節電対策 時間帯延長》

（令和５年度）

午後9時から翌朝午前4時
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　農事用電力料金につきましては、再生可能エネルギー発電促進賦課金や原油価格

の高騰による燃料調整単価が上昇しています。このことにより、令和4年度の電力

使用量は前年度とほぼ同じでしたが、電力料金は、前年度が約1.5億円であったも

のが、令和4年度では約2.1億円と6千万円増加しました。

　今年度も電気代の増大が懸念されます。各組合員農家の皆様に配布致しました「配

水計画」カレンダーにも記載（改良区HPにも掲載しています）のとおり、引き続き

節水・節電対策を推進するため５月下旬頃から夜間の減量送水運転の取り組みを計

画しております。また、今年度は更なる節水・節電対策としまして下記のとおり時

間帯の延長を計画しておりますので、一層のご理解とご協力をお願いいたします。

（令和４年度まで）

午後9時から翌朝午前3時 1時間延長

《節水・節電対策 時間帯延長》

（令和５年度）

午後9時から翌朝午前4時

令和５年度地区除外決済金は下記のとおりです。
（1㎡当たり単価）

１．近江八幡市域の田　１２６.４６円

２．上流三市町域の田　１２６.４６円

３．上流三市町域の畑　　６７.５５円

）区地んか畑（

◆農地転用等の申請書類について

　農地転用等による地区除外については、次の書

類が必要です。（書類は当改良区にあります）

４条申請【本人の土地を本人による転用】

　　１．農地転用等の通知書（１部）

　　２．地区除外申請書（１部）

　　３．協議書（２部）

　　４．位置図・平面図等

５条申請【所有権の異動を伴う転用】

　　１．農地転用等の通知書（１部）

　　２．地区除外申請書（１部）

　　３．協定書（３部）

４．位置図・平面図等

｛

｛

下記体制で運営しますのでよろしくお願いします。

事務局体制について

農地転用と地区除外決済金について

　農地を宅地等に転用する場合又は国・県・市町

の公共事業（道路、河川等）の買収により地区除

外する場合、田畑転換される場合は農地転用等の

通知及び地区除外申請と決済金の納入が義務づけ

られています。

　これらの手続きをされない限り賦課金が請求さ

れることになりますので、申請の手続きを必ずお

願いします。決済金は、整備事業に対する地元負

担金と維持管理事業にかかる額を一括して納入す

ることになります。

農地転用をする場合は、農業振興地域整備計画（軽

微）変更又は農用地区域の変更（白地）手続きを

完了してから申請してください。

　ただし、農業振興地域の整備に関する法律では、

土地改良事業の施行にかかる土地について、その

土地改良事業の工事が完了した年度の翌年度から

起算して８年を経過していないと農用地区域の変

更はできないこととなっています。
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　主に組合員の皆様に向けて、配水計画や土地改良区の状況について発信していきますの

で、ぜひご覧ください。組合員資格得喪通知書の様式も掲載していますので、届出される

方は、ご活用ください。

　詳しくはこちら

日野川流域土地改良区　ホームページ

水土里ネット日野川流域 検索ＵＲＬ：https://hinogawa.or.jp

メンバー ID：hinogawa5775

パスワード：midorinet1717  URL;https://hinogawa.or.jp/pages/44/ 

　昨年度から役員や総代に配布している定款及び諸規程については、事務軽減や経費節減

の観点から改良区ホームページからご覧頂く方法に変更させて頂いています。

日野川流域土地改良区　定款及び諸規程について

各証明書等の手数料について

●個人情報保護に関する規程に基づく手数料

●農地法第４条及び第５条に基づく各種意見書並びに証明書、諸種の証明書

●証明書及び同意書等を発行するための事前の立会・現地調査

３０円

２００円

１,５００円

1 件につき

1 件につき

1 件につき

　土地改良施設の他目的使用につきましては、別途使用料を徴収しますので、詳細は事務局
までお尋ねください。

届出について（お願い）

こんなとき、必ず改良区へ申請・届出をお願いします

１．農地の異動、組合員の変更があったとき
●土地の所有権（売買、相続等）、耕作権の

異動（利用権の設定等）

●組合員の変更（組合員の死亡、農業者年金

受給による経営移譲等）

●住所変更等

　組合員名簿整理のため必ず届出をお願いし

ます。

※近江八幡市域組合員の方につきましては、

近江八幡西部土地改良区と併せて上記の届

出が可能です。両改良区へお問い合わせく

ださい。

２．農地を転用するとき
●農地を宅地等へ転用

●公共用地(道路敷、河川敷等)買収による

転用

３．土地改良施設等を使用したいとき
●土地改良施設、用地を他目的使用

令和５年度賦課金及び負担金について

納期限内に納入されないと土地改良法第３９条の
規定に基づく、滞納処分を行うこととなります。

　賦課金及び負担金につきましては、土地改

良区の運営や維持管理事業に必要な財源です。

　その主旨をご理解いただき納入についてよ

ろしくお願いします

種　類
賦課基準

（10アール当り）円
徴収期日区分

事務所費

経
常
賦
課
金
及
び
負
担
金

用
水
費
・
頭
首
工
費

維
持
管
理
費

八幡域用水費

上流三市町域

用 水 費

４　　号

井 堰 費

〃

（畑かん地区）

 〃 （用水単独）

全期

全期

前期
後期

前期
後期

全期

560

4,950

2,800
2,650

1,400
1,325

総額50,000

R5.11.30

 〃 10. 2

 〃 11.30

 〃  6.30
 〃 10.31

 〃 10.31

 〃  6.30
 〃 10.31
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